
１．審査登録機関の役割
審査の対象となるマネジメントシステムが、登録申請を行ったマネジメントシステム規格の“要求事項”に適合して、構築され、文書化され、実施され、かつ継続的に改善されているかどうかを客観的事実（記録）によって審査することである。 
導入され．実施されている“マネジメントシステム”の優劣が審査されるものではない。
どのようなシステムを構築するかは、個々の企業の問題である。

２．書類審査と実地審査 

１）書類審査
申請企業から“マニュアル”を提出してもらい、マネジメントシステムが要求事項に適合しているかどうかを審査する。

２）実地審査
文書化されたマネジメントシステムが決められたとおり実施されているかどうかを審査する。

３．不適合の指摘 

１）文書化されたマネジメントシステム（マニュアル．手順書．指示書）が、規格の要求事項に適合しない。
２）文書化されたマネジメントシステムが実行されていない。
３）文書化されたマネジメントシステムの実行記録がない。

	マネジメントシステムのイメージ

Ｐ
計画
経営者による方針の設定

方針を実現する計画の策定

Ｄ
実施
計画に基づいての実践

Ｃ
検証
達成できたかどうかの検証

Ａ
改善
継続的改善の実行・評価
文書化（マニュアル、手順書等）する

上記のシステムが有効に動いているかどうかを客観的事実（記録）に基づいて審査する


http://www1.odn.ne.jp/~cbj32100/standards/iso/shinsa_jissai.html

